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今 月 の 表 紙
　今年も町内の各学校で入学式（４月８日）
が行われ、新入生の皆さんが新たな学校生活
をスタートさせました。
　只見中学校入学式では、新入生代表の長谷
部千

ち

夏
なつ

さんが、明るい笑顔を交えながら、誓
いの言葉として中学校生活における抱負や目
標などを述べました。
	 （関連記事：Ｐ４～５）
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〝
豊
か
な
自
然
〟
要
素
を

盛
り
込
ん
だ
テ
ー
マ
に

　

記
念
事
業
の
顔
と
な
る
テ
ー
マ

に
は
、「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

や
「
自
然
首
都
・
只
見
」
な
ど
本

町
の
代
名
詞
で
あ
る
〝
豊
か
な
自

然
〟
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
特
に
平
成
26
年
の
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
は
、
60
年
間
の

中
で
も
非
常
に
大
き
な
出
来
事
で

あ
り
、
本
町
の
自
然
と
人
間
の
共

生
関
係
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た

瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
素
晴
ら
し
い
環
境
を
全
国
に
発

信
し
て
い
く
、
そ
し
て
後
世
に
つ

な
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

本
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
テ
ー
マ
設
定
や
事
業

の
企
画
、
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

様
々
な
意
見
・
提
案
を
反
映
す
る

た
め
、
町
内
各
団
体
と
町
職
員
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
町
制
施
行

60
周
年
記
念
事
業
企
画
運
営
委
員

会
」
を
中
心
に
議
論
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

▲昨年度開催された企画運営委員会の様子

ユネスコ
エコパークとは？
国際的に認定を受けた
「人間社会と自然環境
の共生を実践するモデ
ル地域」。

認定されている地域は？
国内では９ヶ所が登録済で、只見地域は
平成26年6月12日に登録。東北地方
では唯一、認定を受けている。

▲左上：小林神楽、左下：黒谷のフクジュソウ、中上：ブナの天然林、中下：ゼンマイ折り、右：春の浅草岳

『
～
つ
な
ご
う
未
来
へ
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
町
～

　只見町は、昭和34年8月1日
に町制を施行して以来、令和元年
をもって満60年を迎えます。
　本号では、町民の皆さんと一緒
にお祝いができるよう、式典や記
念事業などの内容についてご紹介
します。

▲町全域（＋檜枝岐村の一部）がエコパーク
対象となる〈オレンジ太線で囲まれた部分〉

令
和
元
年
は
、
只
見
町
の
町
制
施
行
60
周
年
で
す

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

「
自
然
首
都
・
只
見
」』
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町制施行60周年記念事業実施内容

▲昭和３４年8月1日の町村合併祝賀会

▲全国屈指の強豪校である柏高校吹奏楽部

▲町制施行２０～５０周年時に発行された記念誌

崎
さき

尾
お

　均
ひとし

　氏
新潟大学佐渡自然共生科学センター長（教授）、博
士（理学）、只見ユネスコエコパーク支援委員会委
員長。本町では、伊南川のヤナギ林の更新や沼ノ
平総合学術調査を実施。大阪市出身、静岡大学卒。

★記念講演会 講師プロフィール

事　業　名 内　　　容 実施時期
１．記念式典
記念式典並びに町表彰式

60周年を祝う記念式典と併せて町表彰式を開催。 令和元年8月1日（水）
季の郷湯ら里

２．記念行事等
①「自然首都・只見」及び
「ユネスコエコパーク」
情報発信記念講演会

新潟大学佐渡自然共生科学センター長（教授）崎尾
均氏による只見ユネスコエコパークの魅力など、町
民向けの記念講演会を開催。

令和元年11月予定

②文化講演会 幅広い年代層を対象とした地域活性化の一助となる
講演会を開催。 令和元年度中

③子ども議員による
　「子ども議会」

町内小中学校の児童生徒から子ども議員を選出し模
擬議会を開催。 令和元年度中

④安全・安心な
　まちづくり

60周年を防災元年と位置付け、災害に強いまちづ
くりへの第一歩とするための全町で防災訓練を実施。 令和元年8月予定

⑤柏市立柏高校吹奏楽部
演奏会

ふるさと交流都市である千葉県柏市の6年連続全国
1位の実力を持つ市立柏高等学校吹奏楽部を招聘し、
演奏会を実施。

令和元年７月２0日（土）
会場調整中（町内）

⑥食のイベント 60周年は人に擬
なぞら

えれば還暦の祝いであることから、
伝統食である「祝い膳」等の食のイベントを実施。 令和元年度中

⑦町民からのイベント
　公募

①記念植樹・育樹事業（植樹・育樹を行っていただ
ける集落に、希望される品種を配布） 令和元年度中

②人文字（運動会等でドローンで撮影し、記念誌に
掲載）　 令和元年度中

③秋まつり（うまいもんまつり）での記念花火打ち
上げ。 令和元年度10月予定

３．記念誌発行
町制施行60周年記念誌
発行

①「只見おもしろ学ガイドブック（一部改訂版）」
発行（全戸配布）。

②ガイドブック別冊となる記念誌発行（全戸配布）。
令和元年度中

４．関連行事等 敬老会・町文化祭・只見ふるさとの雪まつり・その他関連行事
各種催し等に「只見町町制施行60周年記念事業」の冠名をつけて開催。
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ご入学おめでとうございます

▲米畑校長から教科書を手渡される
　新入生代表の五十嵐琴音さん（朝日小学校）

只見
小学校

朝日
小学校

新入児童	 3名
全校児童	50名

新入児童	 6名
全校児童	44名

　今年度も小・中・高等学校で入学式が行
われ、町内全体で8９名の児童・生徒が新
たに学校生活をスタートさせました。
　新生活に不安はつきものですが、各学校
で過ごす時間は、入学生の皆さんにとって
かけがえのない財産になることでしょう。
　今年度入学された各学校の皆さんを写真
で紹介します。
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只見
中学校

只見
高校

明和
小学校

新入生	 41名
全校生	 97名

新入生	 34名
（うち山村留学生12名）

全校生	 116名

新入児童	 5名
全校児童	56名
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滞
納
ゼ
ロ
に
向
け
て

山
村
教
育
留
学
生
第
18
期
生

新
体
制
で
エ
コ
パ
ー
ク
を
推
進

全
国
表
彰
を
受
賞
！

只
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

新
た
な
仲
間
と
の
対
面

新
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
に
就
任

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル

　

４
月
15
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で

「
平
成
31
年
度
只
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
組

合
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
行
な
わ
れ
た
町
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
表
彰
で
は
、
上
福
井
第
一

納
税
貯
蓄
組
合
長
の
小
沼
万か

ず

夫お

さ
ん
が
20

年
間
、
大
倉
広
田
面
納
税
貯
蓄
組
合
長
の

梁
取
靜
枝
さ
ん
が
10
年
間
に
渡
り
納
税
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
称
え
ら
れ
、
栗

木
会
長
か
ら
表
彰
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
小
沼
さ
ん
は
「
納
税
は
国
民
の
義

務
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
区

の
納
税
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
県

内
外
か
ら
只
見
高
校
へ
進
学
す
る
山
村
教

育
留
学
生
第
18
期
生
12
名
の
対
面
式
が
行

わ
れ
、
留
学
生
や
保
護
者
、
各
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。
各
留
学
生
の
自
己
紹
介

で
は
「
只
見
高
校
で
甲
子
園
出
場
を
目
標

に
野
球
を
頑
張
り
た
い
」、「
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
」
な
ど
と

学
生
生
活
に
お
け
る
目
標
や
意
気
込
み
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
間
緊
張
し
た
面

持
ち
だ
っ
た
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
閉
会

式
後
に
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子

で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
共
に
す
る

新
た
な
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

４
月
、
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
長
へ
齋
藤
修
一

さ
ん
（
前
只
見
町
教
育
長
）、
ブ
ナ
セ
ン

タ
ー
館
長
へ
紙か

み

谷た
に

智
彦
さ
ん
（
新
潟
大
学

名
誉
教
授
）、
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
専
門
監
に
中
岡
茂
さ
ん
（
元
林
野
庁

職
員
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
長
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
推
進
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
館
長

は
セ
ン
タ
ー
の
付
属
施
設
で
あ
る
「
た
だ

み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と「
ふ

る
さ
と
館
田
子
倉
」
の
管
理
・
運
営
、
推

進
専
門
監
は
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
に
向
け
た

専
門
的
な
助
言
や
提
言
を
行
う
役
職
と
な

っ
て
お
り
、
今
年
度
よ
り
新
体
制
で
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
26
日
、
平
成
30
年
度
農
業
農
村
整

備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
：
全
国

水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
）に
お
い
て
、只
見
町
土
地

改
良
区（
中
朝
日
地
区
）が
農
業
振
興
部
門

の
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
活
動
な
ど
に
お

い
て
、
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域

が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
30
年
度

は
町
土
地
改
良
区
が
県
内
唯
一
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。今
回
は
、中
朝
日
地
区
で
効

率
的
な
営
農
を
実
現
し
て
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
に
成
功
し
た
点
や
、南
郷
ト
マ
ト
の
栽

培
、も
ち
米
を
使
っ
た
６
次
産
業
化
の
推
進

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

更
な
る
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲栗木会長から表彰を受ける小沼さん

▲出席した留学生の皆さん

▲就任した齋藤修一さん（中右）、紙谷智彦さん（左）、
中岡茂さん（右）

▲東京都内で開催された表彰式に出席した皆さん
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大
型
連
休
前
に
再
開
通

今
年
度
の
重
点
事
業
を
報
告

戊
辰
１
５
１
年
目
の
誘
客
を
図
る

完
成
を
見
据
え
関
係
機
関
が
協
議

国
道
２
５
２
号
線
再
開
通
記
念
式
典

町
政
報
告
会
を
開
催

河
井
継
之
助
記
念
館
が
再
オ
ー
プ
ン

八
十
里
越
道
路
暫
定
的
活
用
検
討
懇
談
会

　

４
月
25
日
午
後
１
時
に
国
道
２
５
２
号

線
六
十
里
越
雪
割
り
街
道
が
再
開
通
し
、

４
月
27
日
に
は
歳
時
記
会
館
駐
車
場
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
式
典
は
、

例
年
、
再
開
通
に
合
わ
せ
て
只
見
町
・
魚

沼
市
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
日

は
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
菅
家
町
長
が
「
こ
の
路
線

は
周
辺
市
町
村
の
人
々
の
生
活
に
密
接
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
の
再
開
通
に

意
義
が
あ
る
」と
挨
拶
し
、来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
増
子
輝
彦
参
議
院
議
員
が
「
当

地
域
の
雪
は
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、

今
後
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
も
期
待
で

き
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
、
当
年
度
の
重
点
事
業
な
ど

を
中
心
に
、
町
か
ら
区
長
へ
と
報
告
が
行

わ
れ
る
町
政
報
告
会
が
季
の
郷
湯
ら
里
で

開
催
さ
れ
、
町
関
係
者
と
各
区
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
今
年
度
の
重
点
事
業
と

し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
内

容
や
町
政
座
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
農

林
建
設
関
係
（
農
業
振
興
、
克
雪
対
策
、

公
共
事
業
）
の
補
助
制
度
、
道
の
駅
整
備

に
関
す
る
基
本
構
想
な
ど
が
町
担
当
課
よ

り
説
明
さ
れ
た
後
、
各
区
長
か
ら
事
業
に

対
す
る
質
問
が
挙
げ
ら
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
、
戊
辰
戦
争
を
長
岡
藩
家
老

と
し
て
戦
い
、
只
見
の
地
で
没
し
た
河
井

継
之
助
ゆ
か
り
の
物
を
中
心
に
展
示
す
る

同
記
念
館
が
今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。
戊
辰
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
昨

年
は
、町
内
で
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
企
画

が
行
わ
れ
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
が
、

今
年
も
引
き
続
き
、関
連
す
る
企
画
展
な
ど

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。４
月
末
か

ら
は
、今
年
最
初
の
企
画
展「
幕
末
・
只
見

の
民
具
展
」が
開
催
さ
れ
て
お
り
、継
之
助

が
生
き
た
時
代
の
民
具
や
生
活
の
様
子
な

ど
に
つ
い
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
開
館
時
間
10
時
～
16
時（
木
曜
休
館
）、

　

入
館
料
３
０
０
円（
小
人
１
５
０
円
）

　

☎
０
２
４
１
－
８
２
－
２
８
７
０

　

４
月
18
日
、
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越

道
路
の
完
成
を
見
据
え
、通
り
抜
け
事
業
な

ど
の
暫
定
的
な
道
路
活
用
に
つ
い
て
協
議

す
る
「
第
９
回
八
十
里
越
道
路
暫
定
的
活

用
検
討
懇
談
会
」
が
三
条
市
の
諸
橋
轍
次

記
念
館
で
開
催
さ
れ
、只
見
町
と
三
条
市
、

国
や
県
の
機
関
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、長
岡
国
道
事
務
所
か
ら
の

道
路
工
事
進
捗
状
況
に
お
け
る
説
明
（
進

捗
率
は
約
81
％
）
や
新
潟
テ
レ
ビ
21
報
道

制
作
局
に
よ
る
「
八
十
里
越
、
未
来
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

た
後
、
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
通
り
抜

け
事
業
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
事

業
８
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲関係者によるテープカットで式典が締めくくられた

▲町関係者と各区長の４０名程が出席した

▲幕末当時の民具などが展示されている

▲只見町と三条市をはじめ、1０団体程の関係機関が
参加した
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お友達をいっぱい作ろうね
町内各保育所で入所式

柏市で只見町の魅力を発信
2019チューリップフェスティバルに参加

春を告げる優雅な舞を披露
第18回春待ちチャリティー演芸会

　４月５日、各保育所で新入所児の入所式が行われま
した。朝日保育所の入所式では、入所児全員が紹介さ
れ、名前を呼ばれた児童たちは元気に返事をしていま
した。式の後半には、先生たちが演劇を行い、保育所
のルールやどんなことをみんなと頑張りたいか児童の
皆さんに楽しく、そしてわかりやすく伝えました。
●今年度の児童数　只見保育所：２１名
　　　　　　　　　朝日保育所：３５名
　　　　　　　　　明和保育所：３７名 ▲先生の話を聞く児童たち（朝日保育所）

▲優雅な舞を披露した皆さん（蒼龍追慕の歌） ▲赤塚ミワさん（右）より寄付金
が手渡された

▲ブース形式で町の魅力を発信

　４月１３日～１４日、只見町とふるさと交流都市を締結
する千葉県柏市の「あけぼの山農業公園」で「２0１9チ
ューリップフェスティバル」が開催され、町関係者や町内
事業者が参加し、観光PRや物産販売などを行いました。
このイベントは、会場に咲き誇るチューリップをはじめと

　４月１４日、季の郷湯ら里で「第１８回春待ちチャリティー演芸会」が開催
され、来場した人たちが春の訪れとともに優雅な舞を堪能しました。会場では、
町の社会福祉向上を目的に募られた寄付金１0万８３３円が主催者の赤塚ミワ
さんから菅家町長に手渡され、菅家町長が「町の高齢化率は高い水準となって

▲会場のチューリップ畑

した美しい春の花々と
様々な催しによって例
年多くの人が訪れてお
り、これからの観光シ
ーズンに向け、来場し
た人たちに只見町の魅
力を発信しました。

いる。寄付金を有効に活用させ
ていただき、社会福祉の向上を
図りたい。」と挨拶をしました。
その後、町内外から参加した出
演者の皆さんが、河井継之助を
しのぶ「蒼

そう

龍
りゅう

追
つい

慕
ぼ

の歌」など全
３５演目を披露し、会場を大い
に盛り上げました。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
地域創生課 　☎ 82－5220　Fax 82－2117

火の用心を徹底しましょう
町内で防火パレードを実施

美しい音色が響き渡る
会津只見考古館再オープン記念　バンドネオン演奏会

　４月１５日、春の火災予防運動（～２１日）期間に合わせ
て防火パレードが実施されました。パレードでは、町消防団
と広域消防署只見出張所の皆さんが町内を廻り、火災が起き
やすい春季における火の用心を呼びかけました。また、パレ
ード前半には明和保育所を訪問し、広域消防署只見出張所の
塩生所長が「火遊びを絶対にしないこと」などを児童の皆さ
んと約束しました。約束の後は、大きな声で返事をしながら
しっかりと話を聞くことができた皆さんに、三瓶一也副団長
より折り紙のプレゼントが渡されました。 ▲代表してプレゼントを受け取る児童（明和保育所）

▲世界的なバンドネオン奏者小川さんの演奏に耳を傾ける皆さん

　４月２１日、今年度の会津只見考古館オープンを
記念し（開館日は４月２0日）、「ひんのめイグベ！
※午前中に行こうの意（小川紀美代さんによるバン
ドネオン演奏会）」が同館ロビーで行われました。
バンドネオンは、舞曲のタンゴに使用されることが
多いアコーディオンの仲間で、弾きこなすことが大
変難しい楽器とされています。演奏会では、世界的
なバンドネオン奏者の小川紀美代さんが、ご自身で
作曲された曲やここ只見町でも朝６時に流れる「牧
場の朝」などを披露し、ロビー一杯に集まった人た
ちは、美しく響き渡る音色を楽しんでいました。

●会津只見考古館　開館時間 9時～１６時（月曜休館）
　　　　　　　　　入 館 料 ３00円（高校生１５0円　小中学生１00円）
　　　　　　　　　☎0２４１−８６−２１７５

虫
歯
の
　

 

な
い
子

4月23日

3歳児検診

新国 寿
こと

花
は

さん（新町） 佐藤 大樹くん（福井）
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地域おこし協力隊として
Vol.54

　テレビや新聞による報道、広報ただみの記事な
どでご存じの方もおられると思いますが、2019年
３月末で看護師さん複数名の退職があり、医師数
も４名から３名に減りました。少し忙しくはなり
ましたが、新体制への移行も済み、落ち着いてま
いりました。
　看護師は少なくなりましたが、ほぼ今まで通り
にできることも多いです。外来はこれまで通り平
日は毎日午前・午後と診療しております。夜間・
休日の診療についても、緊急性のあるものについ
てはお電話で相談いただいたうえで対応しており
ます。救急車対応も休日・夜間を問わず対応いた
します。できる検査のほうも内視鏡検査は週１回
程度で継続しますし、その他これまで診療所で実
施できていた検査などは変わりなく行えます。入

　この冬、「本物の雪遊び体験」という題で毎週
土日に都会の方向けにツアーを組ませていただき
ました。都会の方にとって（私にとっても）、只
見の「雪」は本当に魅力のあるもの。住むと「雪」
が嫌になるぞ。と言われ２年過ごしましたが、私
の中ではますます只見の「冬」や「雪」は心をワ
クワクさせるものになりました。
　今回の肝は２つ。只見の冬を生かし、スキー・
除雪以外でお金を生み出せたこと。そして、雪ま
つり以外で観光集客ができたこと。まだまだ本物
の雪国で掘り起こせるものはあると感じられまし

「住民の皆さまの安心のために」

「雪と冬のポテンシャル」

院診療については縮小を余儀なくされております
が、訪問診療については、より利用しやすいよう
に、費用負担の軽減や往診（定期的に訪問診療を
受けている方に限り）の実施も始めております。
希望される方には自宅でのお看取りについても不
安なく選択してもらえるように工夫しております。
訪問看護についても、定年退職をむかえたベテラ
ン看護師の助力もあり継続できております。
　朝日診療所は、住民の皆様の安心した暮らしを
支えるべく、継続的な医療の提供を行います。専
門的な治療はできないものもありますが、からだ
や心に関するあらゆる健康問題の相談に乗り、町
内外の医療機関・保健福祉機関との連携の要とし
てあり続けたいと思います。変わりゆく社会・時
代の流れに合わせ、職員一同は自己研鑽や工夫を
重ねてまいります。
　今後ともどうかよろしくお願いいたします。

た。※詳細は森林の分校ふざわ公式ホームページ
や Facebook に掲載
　私のミッションは分校を拠点に山村のくらしを
都会の皆さまに触れてもらうこと。２年目の冬に
してようやくやりたいことが少しできてきたかな？
と思っております。協力隊最終年度は、既に只見
には充実した夏の体験プログラムがあるので、そ
れらを上手くつなぎ合わせること。そのための新
しい取り組みを行うこと。を目標としたいと思い
ます。
　最後に、雪遊び体験に携わっていただいた関係
者の皆様、布沢集落の皆様にお礼を述べさせてい
ただき閉めの文章といたします。

朝日診療所
　　　所長　若山　隆

只見町山村振興協力隊

藤
ふじ

沼
ぬま

　航
こう

平
へい

広報ただみ診療所

４月から新しい看護師さんが着任しました!
　４月１日から４ヶ月間、朝日診療所で勤務していただく会津中央病院看護師
の柴

し ば

田
た

琴
こ と

乃
の

さんです。柴田さんは、東日本大震災発生時に被災者の方々のため
に奔走する看護師さんの姿をテレビで見て、自分も困っている人たちを支える
仕事がしたいという想いから看護師を志したそうです。慣れない土地に来て不
安を感じることも多いそうですが、只見の人たちは本当に優しくて、困ったこ
とがあるといつも助けてくれる。より地域と密接なこの診療所で多くのことを
学びたい、と明るく話してくれました。

柴田　琴乃さん
（出身／会津若松市）
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▼
今
月
号
か
ら
は
町
内
の
集
落
に
お

け
る
共
有
林
の
利
用
に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
は
広
報
た
だ
み
二
〇
一
二
年
九

月
号
か
ら
七
回
に
わ
た
り
本
欄
で
連

載
し
た
「
共
有
林
は
ム
ラ
の
財
産
」

の
続
編
で
す
。
コ
モ
ン
ズ
と
い
う
言

葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
の
共
有
林
は
、
コ
モ
ン
ズ
と

し
て
世
界
じ
ゅ
う
の
参
考
事
例
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
只
見
町
で
長

年
調
査
さ
れ
た
林
雅
秀
先
生
に
く
わ

し
く
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
二
〇
一
二
年
頃
か
ら
二

〇
一
四
年
頃
に
か
け
て
、
只
見
町
内

に
比
較
的
広
い
林
野
を
有
す
る
集
落

に
お
け
る
過
去
の
林
野
利
用
と
そ
れ

を
統
制
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
叶
津
、黒
谷
、塩
沢
、布
沢
な

ど
の
区
長
さ
ん
や
公
民
館
を
訪
れ
、

か
つ
て
の
共
有
林
利
用
に
関
連
す
る

資
料
を
許
可
を
得
て
閲
覧
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
載
で
は
、
山
菜
や
キ
ノ

コ
採
取
の
こ
と
を
「
共
同
利
用
」
と

呼
ん
だ
り
、
山
菜
・
キ
ノ
コ
資
源
の

こ
と
を
共
有
資
源
を
意
味
す
る
「
コ

モ
ン
ズ
」
と
呼
ん
だ
り
し
ま
す
。
た

と
え
ば
ゼ
ン
マ
イ
採
集
を
行
う
奥
山

の
大
半
は
国
有
林
な
の
で
、
こ
の
よ

う
な
語
法
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
か

た
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
有
林
内
で
あ
っ
て
も
、
山
菜

採
集
の
ル
ー
ル
を
決
め
た
の
は
集
落

の
総
意
で
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
国

の
意
向
が
山
菜
採
取
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
す
余
地
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た
ち
は
只
見

町
の
山
菜
資
源
や
キ
ノ
コ
資
源
を
コ

モ
ン
ズ
の
一
つ
と
み
な
し
て
お
り
、

共
同
利
用
や
共
有
林
と
い
う
表
現
を

使
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
か
つ
て
蒲
生
と

並
ん
で
ゼ
ン
マ
イ
採
集
が
活
発
に
行

わ
れ
た
叶
津
を
取
り
上
げ
ま
す
。
写

真
は
代
々
の
叶
津
区
長
が
保
管
し
て

い
る
昭
和
四
十
一
年
の
「
山
手
帳
」

と
い
う
資
料
で
、
資
料
の
作
成
者
は

「
共
用
林
野
組
合
」
で
す
。
こ
れ
は
、

国
有
林
野
法
を
根
拠
と
し
て
、
国
有

林
（
森
林
管
理
署
）
と
共
用
者
で
あ

る
叶
津
区
の
住
民
と
の
間
で
共
用
林

野
設
定
契
約
を
結
ん
で
い
る
た
め
、

叶
津
区
は
国
有
林
野
を
利
用
す
る
組

織
を
共
用
林
野
組
合
と
名
付
け
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
手
帳
は
ゼ
ン
マ
イ
採
取
を

行
う
家
々
が
叶
津
共
用
林
野
組
合
に

納
め
て
い
た
「
山
手
金
」
を
集
計
す

る
た
め
の
帳
簿
で
す
。
ち
な
み
に
、

山
手
金
に
は
か
つ
て
、
ゼ
ン
マ
イ
採

集
に
係
る
「
ゼ
ン
マ
イ
山
手
」
の
ほ

か
に
も
、「
キ
ノ
コ
山
手
」「
藤
山
手
」

「
竹
山
手
」な
ど
が
あ
り
、
集
落
共
有

の
林
野
を
利
用
し
た
こ
と
を
根
拠
と

し
て
個
人
が
集
落
に
支
払
う
料
金
は

す
べ
て
山
手
金
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

し
か
し
相
対
的
に
金
額
が
大
き
か
っ

た
の
も
、
時
代
的
に
最
後
ま
で
残
っ

た
の
も
、
叶
津
で
は
や
は
り
ゼ
ン
マ

イ
山
手
で
し
た
。

　

叶
津
の
山
手
帳
を
開
く
と
、
最
初

に
昭
和
四
十
一
年
の
ゼ
ン
マ
イ
の
山

手
金
の
総
額
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
採
取
量
の
合
計
が

二
、
〇
一
八
貫
で
、
一
貫
（
三
・
七

五
㎏
）
当
た
り
一
〇
円
の
山
手
金
が

課
さ
れ
、
総
額
は
二
〇
、
一
八
〇
円

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
乾
燥
木
代
が

七
、
〇
一
四
円
、
乾
燥
木
区
収
入
金

が
一
、
三
三
六
円
、
二
七
名
分
の
権

利
金
が
一
人
当
た
り
二
〇
〇
円
で
計

五
、
四
〇
〇
円
、
他
区
入
山
者
山
手

金
が
二
〇
、
〇
〇
〇
円
、
特
別
山
手

金
が
三
、
〇
〇
〇
円
、
こ
れ
ら
の
合

計
が
五
六
、
九
三
〇
円
で
す
。
乾
燥

木
代
と
は
、
ゼ
ン
マ
イ
小
屋
の
資
材

や
ゼ
ン
マ
イ
の
乾
燥
用
の
燃
料
と
し

て
用
い
る
木
材
（
立
木
）
の
払
い
下

げ
を
受
け
、
そ
の
代
金
を
国
有
林
に

対
し
て
支
払
う
た
め
に
徴
収
し
て
い

る
も
の
で
す
。
権
利
金
と
は
、
ゼ
ン

マ
イ
小
屋
の
敷
地
を
国
有
林
か
ら
賃

借
す
る
た
め
に
支
払
う
代
金
で
、
こ

れ
を
支
払
っ
て
い
る
二
七
名
が
泊
ま

り
山
で
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

資
料
で
は
続
い
て
、
昭
和
四
十
一

年
の
住
民
各
戸
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取
量

や
支
払
っ
た
山
手
金
の
金
額
が
一
覧

で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
泊
ま
り
山

の
入
山
者
で
採
取
量
が
も
っ
と
も
多

い
者
は
一
七
〇
貫
、
山
手
金
総
額
は

二
、
二
三
四
円
で
す
。
こ
の
時
期
の

ゼ
ン
マ
イ
は
貫
当
た
り
三
、
五
〇
〇

円
で
し
た
の
で
、
こ
の
人
の
ゼ
ン
マ

イ
販
売
収
入
は
五
九
万
五
千
円
に
の

ぼ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
地
方
公
務

員
の
平
均
月
収
は
七
万
円
ほ
ど
で
し

た
の
で
、
月
収
の
九
カ
月
分
に
迫
る

額
を
二
か
月
間
で
稼
い
だ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
通
い
山
の
入
山
者

数
は
計
二
五
名
で
、
泊
ま
り
山
と
合

わ
せ
る
と
計
五
二
名
が
山
手
金
を
支

払
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
じ

年
に
叶
津
区
に
対
し
て
区
費
を
収
め

た
世
帯
は
五
六
世
帯
で
し
た
か
ら
、

実
に
九
割
を
超
え
る
世
帯
が
ゼ
ン
マ

イ
採
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

298

コ
モ
ン
ズ
と
只
見
の
共
同
利
用
資
源
①

―
叶
津
の
山
手
帳
か
ら
―

山
形
大
学
准
教
授
　
林は

や
し

　
雅ま

さ

秀ひ
で

と
っ
て
お
き
の
話

只見学

▶
叶
津
区
の
山
手
金
徴
収
に
関
す
る
資
料
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
三
月
詠
草	

大
塚
栄
一　
　

指
導

	

馬
場　

八
智

雪
祭
り
老
い
し
我
な
ど
用
な
し
が
か
す
か
聞
こ
ゆ
る
花
火
に
立
ち
ぬ

	

関
谷
登
美
子

春
光
に
輝
き
て
ゐ
る
福
寿
草
今
年
も
愛
で
し
幸
を
思
ふ
も

	

新
国
由
紀
子

心
臓
弱
き
母
の
寝
息
に
違
ひ
あ
り
身
体
起
こ
し
て
暫
し
見
つ
む
る

	

目
黒　

富
子

診
察
を
待
つ
間
の
我
も
何
時
の
日
か
世
話
に
な
ら
む
か
医
療
器
具
見
つ
む

	
渡
部
ゆ
き
子

年
ご
と
に
薬
の
数
の
み
増
え
行
け
ど
歳

よ
わ
い
に
勝
て
ず
や
身
は
衰
え
ぬ

	
渡
部
ヨ
リ
子

忙
し
く
立
ち
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
わ
れ
が
日
課
と
な
り
て
心
安
ら
ぐ

	

新
国　

洋
子

ス
ー
パ
ー
よ
り
帰
り
来
し
娘
は
雪
降
り
て
野
菜
が
高
き
と
買
い
物
少
な
し

	

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
四
月
定
例
会	

目
黒
十
一　
　

指
導

	

弘　

子

村
に
響
く
雪
わ
り
街
道
開
く
報
せ

春
服
は
た
め
ら
い
捨
て
て
さ
く
ら
色

	

礼　

藁
屋
根
の
千
の
雫
の
雪
解
か
な

春
雪
を
踏
み
旅
立
ち
の
朝
か
な

	

一　

穂

梨
の
花
ほ
こ
ろ
ぶ
頃
よ
味
噌
を
搗
く

甲
子
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
花
々
迎
え
け
り

	

修　

一

雪
間
草
合
格
メ
ー
ル
届
き
た
り

春
浅
し
オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
な
び
く
髪

	

吉　

児

根
の
国
に
妻
を
待
た
せ
て
桜
餅

宮
参
り
桜
吹
雪
の
磴
の
ぼ
る

	

幸　

生

ぎ
ぼ
う
し
汁
歯
茎
鳴
ら
し
て
笑
い
食
ぶ

つ
ば
く
ら
め
先
ず
泥
ふ
く
み
家
直
し
す

	

信　

妖
精
の
舞
い
降
り
た
る
北
の
春

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で
語
ら
う
春
の
午
後

	

都　

彼
岸
寒
素
足
の
ま
ま
の
子
等
元
気

行
き
交
う
は
春
の
み
ぞ
れ
の
傘
重
し

	

味
代
子

初
物
よ
両
手
一
ぱ
い
の
蕗
の
薹

彼
岸
会
や
母
の
字
の
あ
る
朱
印
帳
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総務課　
　総務係　財政係	 ☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	 ☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	 ☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	 ☎82－2141
朝日振興センター	 ☎84－2111
明和振興センター	 ☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

５
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
５
月
分
）

只
見
町
職
員（
大
学
卒
程
度・行
政
職
、

土
木
職・建
築
職
）、（
短
大
卒
程
度・

看
護
師
）、（
資
格
免
許
職・保
健
師
）

採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す

聴
覚
障
が
い
を
持
つ
乳
幼
児
の

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

試
　
験

　

令
和
２
年
度
只
見
町
職
員
（
大

学
卒
程
度
）、（
短
大
卒
程
度
）、（
資

格
免
許
職
）
採
用
候
補
者
試
験
を

行
い
ま
す
。

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

○
行
政
職　
　

若
干
名

　

○
土
木
職　
　

若
干
名　
　

　

○
建
築
職　
　

若
干
名

　

○
看
護
師　
　

若
干
名

　

○
保
健
師　
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
行
政
職
・
土
木
職
・
建
築
職
】

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
保
健
師
】

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
で
は
、

聴
覚
障
が
い
を
持
つ
乳
幼
児
の
子

育
て
支
援
「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
様

（
０
歳
児
か
ら
可
）の
様
子
や
相
談

内
容
に
応
じ
、
一
緒
に
遊
び
な
が

ら
言
葉
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
日
時　
月
～
金

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内

 

「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

●
費
用　
無
料

●
問
合
せ
先

☎
０
２
４
２
－
２
２
－
１
２
８
６

 

（
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
教
頭
）

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
の
免
許
を

有
す
る
か
令
和
２
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

【
看
護
師
】

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
看
護
師
の
免
許
を

有
す
る
か
令
和
２
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

三
、
試
験
の
方
法

　

行
政
職
・
土
木
職
・
建
築
職
の

教
養
試
験
は
大
学
卒
程
度
、
看
護

師
は
短
大
卒
程
度
、
保
健
師
は
資

格
免
許
職
試
験
で
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。

▽
第
一
次
試
験

　

教
養
試
験（
行
政
職
・
土
木
職
・

建
築
職
・
看
護
師
・
保
健
師
）、
専

門
試
験（
行
政
職
・
土
木
職
・
建
築

職
・
保
健
師
）、
事
務
適
性
検
査
、

看
護
師
適
性
検
査（
看
護
師
）、
一

般
性
格
診
断
検
査
、
職
場
適
応
性

検
査

▽
第
二
次
試
験（
一
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
、
面
接
に
よ
る
試
験
を

行
い
ま
す
。

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
場
所

▽
日　

時

　

令
和
元
年
７
月
28
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
４
時
50
分

▽
場　

所

　

福
島
大
学

 
（
福
島
市
金
谷
川
一
番
地
）

五
、
発
　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
番
号
を

掲
示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

六
、
採
　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用

者
を
決
定
す
る
。（
こ
の
合
格
の
有

効
期
間
は
一
年
間
で
す
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
及
び

朝
日
、
明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
交

付
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
提

出
す
る
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
返

信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　

令
和
元
年
５
月
23
日
か
ら
６
月

21
日
ま
で（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

６
月
19
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
）

八
、
そ
の
他

▽
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
総
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▽
一
般
行
政
職（
高
校
卒
程
度
）・

看
護
師
の
募
集
に
つ
い
て
は
、７

月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

▽
只
見
町
役
場
総
務
課

☎
０
２
４
１
－
８
２
－
５
２
１
０

お
知
ら
せ
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　１日　町職員辞令交付式、定例庁議、
定期路線ワゴン自然首都・只見号出発式
町小中学校教職員着任あいさつ

　３日　㈱季の郷湯ら里臨時取締役会、南会津
建設事務所長着任あいさつ

　４日　町内駐在所職員着任あいさつ
　５日　只見町建設業協会役員新年度あいさつ、

ユネスコエコパーク連絡調整会議、
ティーエヌアイ工業㈱社長就任あいさつ、
政策調整会議

　８日　朝日小学校入学式、只見中学校入学式、
山村教育留学生対面式

１0日　会津総合開発協議会役員会（会津若松市）
１２日　長岡国道事務所長着任あいさつ、

阿賀川河川事務所長着任あいさつ
只見特産㈱社長、ＪＡ会津よつば専務、常務来庁

１３日　会津美里町役場庁舎及び複合文化施設
落成式（会津美里町）

１４日　春待ちチャリティ演芸会
１５日　只見町納税貯蓄組合連合会総会
１７日　政策調整会議、臨時庁議、㈱季の郷湯

ら里臨時取締役会
１８日　三条市・只見町八十里越道路暫定的活

用検討懇談会（三条市）
１9日　福島県生活環境部政策監来庁
２0日　ＪR只見線愛好会定期総会（魚沼市）
２１日　陸上自衛隊郡山駐屯地創立６６周年記

念行事（郡山市）
２３日　郡山国道事務所長着任あいさつ

会津中央病院理事長表敬訪問
２４日　ユネスコエコパーク活動支援補助金報

告会及び説明会
２５日　只見町森林組合通常総代会、南会津振

興局長来庁、町政報告会
２６日　会津総合開発協議会南会津地方部会定例総会、

会津・野岩鉄道利用促進協議会総会、
会津総合開発協議会定例総会（会津若松市）

２７日　国道２５２号六十里越雪わり街道「只
見−魚沼間」再開通記念式典

２８日　只見町消防団春季消防検閲式

町長スケ
ジュール
〈４月分〉

　4月上旬、紙幣刷新が発表になりましたが、新紙幣の肖像画に採用される3人
はここ只見町とも関わりがありました。1万円札の「近代日本経済の父」渋沢栄
一は、後に日銀大阪支店長となる外山脩造の大阪派遣を推薦した人物です。外山
脩造と言えば、河井継之助と行動を共にし、継之助が死の間際に「商人になりな
さい」と諭した人物として知っておられる方も多いのではないでしょうか。５千
円札の津田梅子は、山川捨松とともに米国留学した日本初の女子留学生ですが、
捨松は、只見町も戦場となった戊辰戦争時の会津藩家老山川大

おお

蔵
くら

の妹にあたりま
す。千円札の細菌学者・北里柴三郎を学祖と仰ぐ北里大学は、２003年まで町
朝日診療所に医師を派遣していました。新紙幣の発行は数年後になるようですが、
こうしたゆかりある部分を知ると、より親近感が湧いてきますね。

▲大阪に派遣された頃の外山
脩造（河井継之助記念館蔵）

気になる
話題

実はここ只見町にもゆかり
新紙幣の肖像画になる偉人と
只見町の関わり

渋沢　栄一
•500程の会社の設立に携わり、
「近代日本経済の父」と言われる。

•大阪の銀行を立て直す人物と
して、外山を推薦した。（外山は
日銀大阪支店長を経て、阪神電
鉄を創設、タイガースの名前の
由来になったとも言われる）

津田　梅子
•日本初の女子留学生であり、

帰国後に「女子英学塾」（津田
塾大の前身）を創立。

•会津藩家老山川大蔵の妹であ
る捨松と共に留学をする等、
親交があった。

北里　柴三郎
•細菌学者であり、自身が所長

を務める研究所には野口英世
が勤務していた。

•北里柴三郎を学祖と仰ぐ北里大
学は、昔、町下に北里大只見実習
所があり、その関係で町朝日診
療所に2003年まで医師を派遣。

1万円札 5千円札 千円札

※上記に関しては諸説があります。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
月
号
か
ら
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
橋
本
で
す
。
伝
統
あ

る
広
報
た
だ
み
の
作
成
と
い
う
こ
と
で
大

変
な
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
前
任

の
想
い
を
引
き
継
ぎ
、
分
か
り
や
す
く
、

面
白
い
広
報
誌
作
成
を
目
標
に
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
今
年
は
４
月
に
入
っ
て
も
た
く
さ
ん
の

雪
が
降
り
、
４
月
２
日
の
24
時
間
積
雪
量

は
、
こ
こ
只
見
町
が
全
国
一
位
を
記
録
し

ま
し
た
。
各
局
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ

る
「
只
見
町
」
の
文
字
を
見
て
、
改
め
て

只
見
町
は
全
国
有
数
の
雪
国
な
ん
だ
な
と

実
感
し
た
年
度
初
め
で
し
た
。

 

（
橋
本
）

あ
と
が
き

（３月２６日～４月２５日届出分）敬称略
■お誕生おめでとうございます
堀
ほり

　金
かね

　威
い

　風
ふう

（男／薫・真希）	 小　林
佐
さ

　野
の

　結
ゆ

　英
え

（女／英則・結麻）	 楢　戸
佐
さ

　野
の

　英
え

　茉
ま

（女／英則・結麻）	 楢　戸
■ご結婚おめでとうございます
舘ノ川　目黒　茂夫♡横山　愛香　埼玉県
■おくやみ申し上げます
菅　家　良　介　　7４歳　　黒　谷
目　黒　多世子　　9２歳　　黒　谷
赤　塚　　　亨　　87歳　　長　浜
三　瓶　豊　一　　６7歳　　大　倉
伊　藤　スミ子　　8６歳　　只　見
長谷部　イ　ネ　　8２歳　　叶　津
五十嵐　コ　ウ　　81歳　　長　浜
吉　津　民　夫　　91歳　　黒　谷
菅　家　一　徳　　78歳　　只　見
佐　藤　長　次　　６２歳　　大　倉
※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　２４　転出　６２　出生　１　死亡　１0

人　口　４，１６１（−４７）
　男　　２，0３9（−２9）
　女　　２，１２２（−１８）
世帯数　１，８４0（−２３）
高齢化率　　　４６．５５％　

平成３１年４月１日現在

　総務省では、只見町を担当する行政相談
委員として、渡部あき子さんを委嘱してお
ります。
　行政相談委員は、総務大臣が委嘱するも
ので、地域住民の皆さんから国の行政全般
に関するご意見・ご要望を受け付け、皆さ
んと関係行政機関などとの間に立って、そ
の解決を促進するよう相談に応じています。
　また、５月中の１ヶ月間は、行政相談に
ついて地域住民の皆さんに理解を深めてい
ただくための「福島さわやか行政相談キャ
ンペーン」期間です。相談は無料で秘密は
守られますのでお気軽にご相談ください。

渡部　あき子さん
只見町大字福井字久保田204-2

☎8４−２２５２

お気軽にご相談ください！

「福島さわやか
	行政相談キャンペーン」
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■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／地域創生課広報広聴係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5220

シュレーゲルアオガエル（学名：Rhacophoridae schlegelii）
［アオガエル科　アオガエル属］

　田に水がひかれる只見町の5月、畦に白い泡の塊を見ることがあります。これは、シュ
レーゲルアオガエルの卵隗です。よく似たモリアオガエルは、同じような泡に包まれた卵
隗を水際の樹上に産みつけます。シュレーゲルアオガエルは、目の虹彩が黄色あるいは金
色に見えること、体長4～8㎝のモリアオガエルと比べて3～5㎝と小さいことで区別で
きます。また、ニホンアマガエルとも似ていますが、目の前後に黒い線がありません。卵
は1週間ほどで孵

かえ
り、幼生（オタマジャクシ）は雨水などで泡と共に水中に流れ落ちます。

変態した成体（カエル）が上陸するのは6～8月頃です。水辺にいるイメージのあるカエ
ル類ですが、繁殖期以外の成体は樹林に生息する場合も多く、シュレーゲルアオガエルも
灌木や草の上でくらします。そして、冬は湿った浅い土の中で冬眠します。つまり、一年
を通すと、水辺だけでなく、それに隣接する樹林、湿った土のある環境が必要で、只見町
にはこの条件を満たす場所が豊富にあります。
　只見町では、シュレーゲルアオガエルとモリアオガエルは区別されず「アオビッキ」や
「セングーガエル」と呼ばれています。両種とも只見町の「町指定貴重野生動植物種」に
指定されており、成体・幼生・卵はいずれも採集しないよう呼びかけています。

特別企画展 「植物学者・河野昭一の世界～その生涯と只見」
期間：開催中（９月２日（月）まで）
会場：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー

お問い合わせはブナセンターまで　☎０２４１－７２－８３５５

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

▲田んぼの畦
あぜ

に産みつけられ泡に包まれた卵
らん

隗
かい

▲ 灌
かん

木
ぼく

にのぼるシュレーゲル
アオガエル
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